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１．横林バスツアー

愛媛県西予市野村町横林地区の魅力を多くの人に感じてもらうため、
日帰りバスツアーで横林地区に実際に訪れてもらう。
そのために「特別な大人の休日」をコンセプトとして

横林の特産品であるブランド椎茸や日本酒“城川郷”をメインに
BBQやナイトシアターなど横林の魅力が十二分に

詰まったバスツアーを計画した。



２．バスツアーに向けた取り組み
①横林の魅力を

実際に地区に訪れて

調べる

②コンセプトを定め

バスツアーの

大まかな内容を

決める

③ツアー委託など、

実際に開催をするうえで

必要なことを確認する

④ポスター、SNSを

用いた広告
⑤モニターツアーに変更 バスツアー当日



①横林の魅力

かりぐらし

ブランド

椎茸

「霧源」

城川郷
ブランド牛

「山の響」



②コンセプト

横林の魅力である、椎茸や城川郷を存分に
楽しんでもらうため食事・ナイトシアターなどの
場を提供する。
「特別な大人の休日」をコンセプトとして、安

心して
お酒を楽しんでもらうため、バスでの送迎を行う。



③外部委託など
バスツアーを行う上で、法律上ツアー会社に

委託しなければならない部分は、外部に委託を行った。
今回は、松山市の（株）Uniqueユニークツアーさんに

協力していただき、ツアーを開催することができた。



④広告・宣伝
ポスターの制作やインスタグラム

アカウントの作成をした。
ポスターは印刷をして、

大街道・銀天街でビラ配りを行った。
インスタグラムでは横林の景色な

ど魅力やバスツアーの詳細を発信して
参加者を募った。



⑤モニターツアーへの変更
今回は、一般だけでの集客が難しかったという点と、

よりお手軽にツアーを楽しんでほしいという思いから、
料金を従来の5000円から1500円に引き下げて、モニターツアーという
形式に切り替えた。
また、集客も知り合いや学生まで幅を広げ、バスツアーの開催を最優先

に考えて行動した。
その結果、一般の方９名、学生６名、計15名の方々が1月27日の

バスツアーに予約していただけた。（※当日欠席1名により、14名参加）



３．バスツアー当日の様子



当日の日程
９：00～10：30 松山市→横林地区へのバス移動
10：30～11：45 椎茸狩り体験
12：00～13：30 BBQ（昼食）
14：00～15：00 城川郷の酒蔵見学
15：30～16：30 ピザ焼き体験
17：00～19：00 ナイトシネマ（夕食）
19：30～21：00 横林地区→松山市へのバス移動



←椎茸狩り
横林地区の高橋さんが椎茸狩りの方法や
横林地区で採れる椎茸の特徴について
説明してくれている様子

BBQ（昼食）→
（左）かりくらし内の様子
（右）屋外の様子



←ピザ焼き体験
かりくらし内で生地をこねて、具材をトッピング

中城酒蔵→



ナイトシネマ



ツアー終了後の
アンケート結果・分析
バスツアー終了後に、バスツアーを
知ったきっかけや理由、
バスツアー一日を通しての満足度などを
アンケートを用いて、参加者全員に
調査を行った。



参加者の性別と年齢

女性, 4

男性, 10

参加者の男女比

女性
男性

20代, 6

30代, 2

40代, 2

50代, 1

60代以上, 3

参加者の年齢

20代

30代

40代

50代

60代以上



バスツアーを知ったきっかけに関しては、ほぼ全員が
「知り合いから」という結果になった。
（1票のみインスタグラムから知った）

参加した理由に関しては、知り合いに誘われたこと以外では、
横林地区に魅力を感じたこと、金額が1500円と安いことが
挙げられていた。



ツアー満足度に関しては、1～5段階評価で調査を行った。（5が最も良い評価）
14人中、5人が「４」、9人が「５」と回答してくれた。

価格帯の質問に関しては、14名全員が、3000円以上でも参加すると回答。
その中でも、7名が5000円台、1名が15000円台でも参加すると回答してくれた。

今回、モニターツアーということで、価格を5000円から1500円に引き下げたが、
従来の価格、もしくは、それよりも高い価格でも参加してもらえるようであれば、
バスツアーの規模をもっと大きくする、または、横林地区に少しでも
金銭面で還元することが出来るのでは思った。



その他の感想・希望で多かった意見としては、
「特産品を使いながらピザ等を作ることが楽しかった。」や
「規模を広げすぎてグダグダになるみたいなことにはならなかったから
このぐらいの規模感がちょうどいいかも、、、」という感想を頂けた一方で、
「体験メニューをもっと参加者に自主性を持たせられるとよりモチベーションが
上がると思った。でもとても良いイベントでした。ありがとうございました。」や
「昼食後に少し活動的なことができると夕食までに少し空腹になる気がします。大満足ツ
アーで参加してよかったです。」など次回以降の開催で改善すべき
意見についてもたくさん頂くことが出来た。



５．まとめ



•良かった点
ツアー満足度に関しては、
14人中、5人が「４」、9人が「５」と回答してくれた。

        理由として
            ・規模感
            ・アットホームさ地域の人との関わり

当日のスケジューリング
運営面

•反省点
集客・宣伝

SNSアカウントの活用が不十分
募集期間の短さ

summery



今回のバスツアーの結果を分析した結果を実際に横林地区の方々に
発表してフィードバックを行う。

来年以降もバスツアーを継続して開催していくために
反省点は改善をして、良い評価を得られた点は、
これからも続けていけるように
地域の方々に協力していただけるようにする。

これからに向けて
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